
-1-

真田地域協議会 第２分科会 中間報告（平成 23 年 9 月）

テーマ：地域の活性化に向けた交通ネットワークの整備

１ はじめに

第 2 分科会では、「真田地域まちづくり方針」のうち「４ 地域の活性化に向けた交通

ネットワークの整備」について協議をしました。交通ネットワークのテーマとしては、

① 国道 144 号や 406 号などの幹線網と日常生活に密着した生活交通網の一体的整備によ

る地域経済の活性化促進

② 安全で快適な通勤・通学を実現するため、国道１４４号上野のバイパスの早期整備に

向けての積極的取り組み

がありますが、第２分科会の協議主題は上記①とし、特に、バス乗客数を増やす事による

路線バス維持の方法について話し合いを進めてきました。

２ 現状と課題

真田地域に限らず、路線バスは長期的な乗車率の減少による営業赤字に苦しんでいま

す。赤字のため、減便と料金アップが繰り返され、そのことにより乗車率がさらに減少す

るという負のスパイラルに陥っている状況があります。真田地域では、平成 17 年度まで

は黒字だった菅平高原線も赤字に転落し、最近は赤字幅も大きくなりバス事業者の運営を

圧迫している状況です。

上田市では、赤字補填のためバス会社に補助金を出したり、バス路線の空白地域解消の

ため傍陽線を本原地区に迂回させ乗車率の向上を目指す対策を取っています。しかし、こ

のままでは将来的にバス運行が危ぶまれる状況にあります。そのため、地域を挙げて利用

促進策を検討する「真田地域公共交通利用促進協議会」の設立準備が進められています。

３ アンケート調査

地域協議会では、平成 22年 12 月に真田地域全戸を対象とした「路線バスアンケート」を

建設課とともに実施し、その結果を検討しました。（別紙１参照）

４ バス路線継続に向けての提案

他地区で実施されている、デマンドバス（予約をして迎えに来てもらう方法）や上田駅周辺

を走るオレンジバス等も検討しましたが、山ひだの多い真田地区では不向きで、路線バス

の営業を阻害する事も考えられます。やはり路線バスを主体とした公共交通網の維持が望

ましいと考え、次のとおり提案します。

（案１）観光客のバス利用を促進する事による維持・発展

真田幸村公大阪城入城400 年記念として、署名活動が行われている2014 年のＮＨＫ大

河ドラマ放映が、真田幸村公中心、すなわちこの地域の物語になる事を前提として、大勢

の観光客に路線バスの利用を促すため、以下の様に推進していくことが重要と考えます。

菅平高原線の朝と夕方の通勤通学時間帯を除く昼便を観光スポット巡り路線とするとと

もに、観光客受け入れ施設として「ゆきむら夢工房」を充実

菅平高原線を上田駅から上田城址公園及び村上義清・武田信玄の戦いで有名な砥石・米
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山城を回り、自治センター前から御屋敷公園へ迂回し、真田氏本城跡下・長谷寺下・松尾

古城跡下を巡り、国道 144号に戻り菅平高原へ向かう観光路線とする。現在、春・秋のオ

フシーズンは減便になっているが、少なくとも土日は通年での運行とする。

この路線のバスは、外観も真田の赤備に似せて観光バス風の「真田＆六文銭」が目立つ

色彩とし、夢工房スタッフは観光客のカメラの被写体となるべく、戦国風の着物をユニフ

ォームにする。出来ればバスの運転手さんも忍者風の衣装だと話題になる。上田市観光課

職員もそれに準ずれば、テレビの取材等で全国的に有名になり、相乗効果が期待できる。

また、切符は日付入り通行手形とし、真田往復は小判型、菅平高原往復は大判型で、何

らかの割引を企画し、バス乗車はお得というイメージを作る（例：大判通行手形を持ってい

ると、菅平高原スキー場リフト券が 1,000円引き等）

観光客のバス利用促進を考える時、生活交通網の整備という当分科会のテーマとは多少

異なるが、観光客を増やす手段としていくつか提案する。

観光スポットにはそんなに長くは留まれないとの考えから、必要に応じ、巡回バスを市

側で運営し、ゆきむら夢工房に案内する。夢工房のお土産コーナーには、日本一
ひのもといち

の規模の

真田氏関連グッズを用意するとともに、食事処も充実し（仮称）幸村そば・猿飛うどん等

を提供する。２年後をめどに（仮称）「夏の陣御膳」「六文銭御膳」等開発し、観光の三

大要素「観光地を観る」・「お土産を買う」そして「ご当地の食事を食べる」を提供でき

る夢工房に進化させていく。

さらに長期の視野に立ち、真田にまつわる史実・伝説等を織り交ぜた、楽しめる観光名

所看板・カメラスポットとなる十勇士の彫像等の整備・マップ作成を進め、首都圏へ旅行

業者を通じた「真田の里巡り」の宣伝活動を推進する。

（案２）路線変更による、沿線住民の乗車率を上げる

前述の観光用路線変更を住民に周知する中で、該当する地域住民に、乗ってみようと言

う気を起こさせる働きかけ（温泉・医師・薬局・病院・買い物・上田駅・ジャスコ・アリオ・高校）を

行う。また、上田駅前・袋町等の飲食店に最終バスの時間を提示してもらい、飲んだ後、

バスでの帰宅を促す。なお割増料金でも良いので、深夜運行をバス会社に依頼する。

真田地域から高校への自転車通学者が多いことから、帰り便のみ自転車（持ち込み）ＯＫ

で乗車可のバスを走らせ、夕方から夜間の復路に、自転車を持ち込み（外付けラックに掛け

る）、最寄りの停留所で降車できるようにする。このことで、帰宅にかかる時間が短縮し時

間が有効に活用できること、交通事故の危険性の軽減が図られることを高校生を持つ家庭

にアピールする。

料金設定にあたっては、バス事業者による経費算定とともに、高校生対象のアンケート

を実施し、乗車運賃に加えてどの程度の自転車持ち込み料であれば利用するかの調査と、

各高校の利用しやすい時間帯を把握し運行時刻の検討が必要と考える。

大阪市営の低床バスは身障者用の車いすが少ない負担で乗れるシステムになっている。

自転車もこのバスならば乗り入れが可能なので、座席を減らし自転車スペースを設ける等

対策を施してはどうか。新車購入費用の捻出に関しては、真田地域住民に新規株の発行を

行い充当する。これは、身障者にも優しい交通機関となる。
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大阪市営低床バス

低床バス前扉 低床バス中扉

日本中央バスの 自転車積載バスについて

自転車積載バスの車体側面には、このような表示があります。この表示が目印になります。

自転車ラック取付車輌

非積載時には通常の座席として利用が可能です。最大５台まで積載することができます。




